
 

 

 

2025年 2月 28日 

各 位 

大 阪 市 中 央 区 瓦 町 三 丁 目 5 番 7 号 

株 式 会 社 ア ド バ ン ス ク リ エ イ ト 

代 表 取 締 役 社 長  濱 田  佳 治 

（コード番号：8798 東証プライム、福証、札証）  

（連絡先）取締役  総合企画部長 岡田  俊哉 

電話 06-6204-1193 

 

（訂正）「2022年 9 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

当社は、2022 年 11 月 11 日に開示いたしました「2022 年 9 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の

一部を訂正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．訂正内容と理由 

 訂正内容と理由につきましては、別途、2025年 2月 28日付「過年度の有価証券報告書等の訂正報告

書の提出及び過年度の決算短信等の訂正に関するお知らせ」 にてお知らせいたしておりますので、ご

参照ください。 

 

２．訂正の箇所 

訂正の箇所には＿を付して表示しております。 

なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、訂正事項につきましては、訂正後のみを記載しております。 

 

以 上 
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決算説明会開催の有無      ： 有 （機関投資家向け）
　

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年９月期 9,463 0.2 94 △89.3 48 △93.7 △1,249 －

2021年９月期 9,446 3.9 890 － 775 － 113 －

（注）包括利益 2022年９月期 △1,314百万円 （－％) 2021年９月期 95百万円 （－％）

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産

経常利益率
売上高

営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年９月期 △57.10 － △65.6 0.5 1.0

2021年９月期 5.22 － 3.8 8.2 9.4

（参考）持分法投資損益 2022年９月期 －百万円 2021年９月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年９月期 10,450 835 8.0 38.21

2021年９月期 10,318 2,974 28.8 135.21

（参考）自己資本 2022年９月期 835百万円 2021年９月期 2,974百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年９月期 364 △391 △956 2,270

2021年９月期 1,643 △485 △488 3,206

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年９月期 － 30.00 － 15.00 － 671 573.9 21.7
2022年９月期 － 15.00 － 17.50 32.50 733 － 37.5
2023年９月期

（予想）
－ 17.50 － 17.50 35.00 38.9

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,680 76.3 3,220 － 3,030 － 1,970 － 90.08

１．2022年９月期の連結業績（2021年10月１日～2022年９月30日）

（注）当社は、2021年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われ

たと仮定して、「１株当たり当期純利益」を算定しております。

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）2022年９月期期末配当の内訳　普通配当　15円00銭　記念配当　２円50銭

　当社は、2021年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2021年９月期の第２四半期の配当金について

は当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。なお、株式分割を考慮しない場合の2021年９月期の期末配当金は30.00円、年

間配当金は合計60.00円であります。また、年間配当金合計については、単純合算が適切でないため、「－」と表示しております。

３．2023年９月期の連結業績予想（2022年10月１日～2023年９月30日）



（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 有

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無

③  会計上の見積りの変更                ： 無

④  修正再表示                          ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年９月期 22,557,200株 2021年９月期 22,557,200株

②  期末自己株式数 2022年９月期 689,178株 2021年９月期 556,878株

③  期中平均株式数 2022年９月期 21,877,539株 2021年９月期 21,709,989株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年９月期 7,358 △4.7 △513 － △348 － △1,441 －

2021年９月期 7,725 0.5 372 － 257 － △244 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年９月期 △65.88 －

2021年９月期 △11.25 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年９月期 8,014 △428 △5.3 △19.59

2021年９月期 8,272 1,902 23.0 86.47

（参考）自己資本 2022年９月期 △428百万円 2021年９月期 1,902百万円

※  注記事項

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料12ページ「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方
針の変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）１　当社は、2021年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期中平均株式数」を算定しております。

２　期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、「従業員持株会支援信託ESOP」制

度に係る信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が所有する当社株式及び「株式給付信

託（J-ESOP）」制度に係る信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株

式を含めております。

（参考）個別業績の概要

　2022年９月期の個別業績（2021年10月１日～2022年９月30日）

（注）当社は、2021年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと

仮定して、「１株当たり当期純利益」を算定しております。

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績等の概況（１）当期の経営成績の概況」をご覧くださ

い。
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連結ベース 単体ベース

 売上高 9,463 100.2 7,358 95.3

 営業利益 94 10.7 △513 －

 経常利益 48 6.3 △348 －

 親会社株主に帰属する当期純利益 △1,249 － △1,441 －

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

①経営成績に関する説明

　当連結会計年度（2021年10月１日～2022年９月30日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症へ

の対策と経済活動の両立が進む一方、円安やエネルギー価格の高止まりによる物価上昇が消費を下押しし、景

気の動向は依然として不透明な状況が続いております。

　保険業界においては、ITや医療技術の進歩を背景として、引き続き保険商品の多様化と高度化が進むと同時

に、真にお客さまの役に立つ情報の提供並びにコンサルティングの実施等、お客さま本位の業務運営（フィデ

ューシャリー・デューティー）の実現が求められております。

　このような状況下、当社グループは「人とテクノロジーを深化させ進化する会社」を標榜し、あらゆる保険

ニーズに対応できる「保険業界のプラットフォーム」と、OMO（Online Merges with Offline.=オンラインと

オフラインの融合）時代に相応しいエコシステム（ビジネス生態系）を構築すべく、日々新たな挑戦を行って

おります。

　具体的には、自社開発のビデオ通話システム「Dynamic OMO」により、対面と非対面の垣根をなくし、オフ

ラインと同等のオンライン保険相談を実現してまいります。2022年７月には、大阪大学の石黒浩教授が代表を

務めるスタートアップ企業「AVITA」と提携し、同社が開発したアバターを活用して、お客さまのご相談にア

バターコンサルタントがお答えするサービスを開始いたしました。「Dynamic OMO」とアバターを組み合わ

せ、メタバース時代の到来を見据えた新しい保険募集のあり方を追求してまいります。

　オンライン保険相談のさらなる利便性向上に向けた取り組みも進めております。当期においては、保険業界

初となるオンライン専門の営業拠点「保険市場 スマートコンサルティングプラザ」の開設や、お客さまがコ

ンサルタントを指名して相談予約できる「コンサルタント指名予約サービス」の開始など、サービスの拡充に

努めてまいりました。当社は今後も、オンライン保険相談のノウハウ蓄積を進め、保険募集プロセスのDX化を

推進することで、収益力のさらなる向上を図ってまいります。

　また、当期より、自動車保険をはじめとする損害保険分野についても取り組みを強化しており、自動車保険

の新規申込件数が前年同月比で10倍以上に急増するなど、成果が出つつあります。生命保険に限らず、多様な

収益チャネルを確立することで、安定的な経営基盤の構築を目指してまいります。

　保険業界の共通プラットフォームシステム「Advance Create Cloud Platform」（以下「ACP」という。）の

開発についても、引き続き推進してまいります。ACPは保険会社と乗合保険代理店、お客さまの情報を相互に

連携し、保険商品の検討からお申し込み、保全手続きまでを一括して管理・運用できるシステムです。ACPの

普及により、ペーパーレス化と事務負担の大幅な軽減が期待できます。ACPの主要機能である顧客管理システ

ム「御用聞き」、申込共通プラットフォームシステム「丁稚（DECHI）」、保険証券管理アプリ「folder」、

ビデオ通話システム「Dynamic OMO」は、いずれも導入したお客さまからご好評をいただいており、さらなる

機能拡充を進めております。特に「Dynamic OMO」については、保険代理店や保険会社をはじめ、クレジット

カード会社など他業種のお客さまにも導入いただいております。これらのシステムの販売により、サブスクリ

プションモデルとしてのストック収入の確保及び協業事業の拡大を目指します。

　さらに、当社はSNS、SMS等のテキストコミュニケーションツールの活用により、お客さまとのよりスムーズ

なコンタクトを実現しております。このようなノウハウを、他の保険会社や保険代理店の顧客に対する保全業

務を請け負うBPO事業にも活用し、業容の拡大及び保険業界の課題であるCRMの継続・改善にも取り組んでいき

たいと考えております。

　これらの施策を拡充するとともに、ガバナンス体制及びコンプライアンス体制の一層の充実や、情報セキュ

リティ体制の強化を継続し、保険業法や個人情報保護法等の関係法令に適応した保険募集管理体制の強化に全

社的に取り組み、管理体制面において積極的に経営資源を投下してまいります。

　以上により、当連結会計年度の売上高は9,463百万円（前期比0.2％増）、営業利益は94百万円（前期比

89.3％減）、経常利益は48百万円（前期比93.7％減）、親会社株主に帰属する当期純損失は1,249百万円（前

期は113百万円の利益）となりました。

（単位：百万円、前期比％）
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　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

（保険代理店事業）

　保険代理店事業におきましては、当連結会計年度の売上高は7,151百万円（前期比5.0％減）、営業損失は

571百万円（前期は321百万円の利益）となりました。

（ASP事業）

　乗合保険代理店等へのACPの新規販売が堅調に推移し、増収増益となりました。

　この結果、ASP事業におきましては、当連結会計年度の売上高は206百万円（前期比5.9％増）、営業利益は

57百万円（前期比14.5％増）となりました。

（メディア事業）

　保険選びサイト「保険市場（ほけんいちば）」への広告出稿が堅調に推移し、増収増益となりました。

　この結果、メディア事業におきましては、当連結会計年度の売上高は1,795百万円（前期比74.2％増）、営

業利益は418百万円（前期比89.1％増）となりました。

（メディアレップ事業）

　保険選びサイト「保険市場（ほけんいちば）」の運営を通じて蓄積したWEBマーケティングのノウハウをベ

ースに、保険専業の広告代理店としてさまざまなサービスの提供に努めた結果、増収となりました。一方、利

益面では、販売拡大のため粗利率の低い案件を受注したことなどから、減益となりました。

　この結果、メディアレップ事業におきましては、当連結会計年度の売上高は1,177百万円（前期比45.8％

増）、営業利益は141百万円（前期比14.3％減）となりました。

（再保険事業）

　売上高が引き続き堅調に推移した一方、新型コロナウイルス感染症の影響で再保険金の支払いが増加したこ

とから、増収減益となりました。

　この結果、再保険事業におきましては、当連結会計年度の売上高は1,030百万円（前期比9.3％増）、営業利

益は46百万円（前期比64.2％減）となりました。

②今後の見通し

　わが国経済は、新型コロナウイルス感染症への対応が進む中で、緩やかな回復基調で推移するものと見込ま

れますが、国内外における新型コロナウイルス感染症の再拡大リスクや、自然災害、海外における地政学リス

ク、市場環境の変動による経済リスク等もあり、先行きは不透明な状況が続くものと考えられます。

　このような景気動向の中、保険業界においては、低金利の影響や、お客さま本位の業務運営を行うための規

制強化等により、保険代理店を取り巻く環境は引き続き厳しい状況が続くことが想定される一方、個人の生活

防衛意識の高まりもあり、公的保障を補完するものとして民間保険に対するニーズは依然として底堅く推移す

るものと見込まれます。

　かかる経営環境の下、当社は「お客さまが最適・快適な購買環境で、簡単便利に保険を購入いただく」とい

う経営方針に基づき、お客さまのニーズやマーケット動向に機敏に対応し、業績の向上に努めてまいります。

　主要な施策は以下のとおりであります。

ⅰ）保険業界のイノベーターとして常に進化し続けるべく人材の育成・強化を図ってまいります。

ⅱ）「オンライン面談」を軸としたOMO戦略をアバター等の活用によりさらに高度化させ、新型コロナウイル

ス感染症の拡大を防止しながら、真にお客さまの役に立つ情報の提供とコンサルティングの実現を図ってまい

ります。

ⅲ）WEBマーケティングを一層強化するとともに、スマートフォンやSNSへの対応も引き続き強化し、お客さま

の利便性向上に向けたプラットフォーム戦略をさらに推進してまいります。

ⅳ）「協業」代理店とのシステム連携強化及びアポイント配信強化により、お客さまのニーズに効率的かつ効

果的に対応できる体制を構築し、当社の業績進展を図ってまいります。

ⅴ）保険代理店事業を軸として、ASP事業、メディア事業、メディアレップ事業及び再保険事業においてシナ

ジーを最大限追求し、保険に関わるあらゆる収益機会にアプローチする「金融情報サービス業」として確固た

る営業基盤を構築してまいります。

ⅵ）お客さま本位の業務運営を推進するべく、コンプライアンスチェック体制の充実やシステム化、情報セキ

ュリティ体制の構築、研修制度の強化等、より一層の保険募集管理体制の強化を図ってまいります。

　これらの取り組みにより、次期（2022年10月～2023年９月）の連結業績につきましては、売上高16,680百万

円、営業利益3,220百万円、経常利益3,030百万円、親会社株主に帰属する当期純利益1,970百万円を想定して

おります。なお、新型コロナウイルス感染症の影響については、現状の継続を前提としております。
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（２）当期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

（資産合計）

　当連結会計年度末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ131百万円増加し10,450百万円（前連結会計年度

末は10,318百万円）となりました。

　流動資産は、前連結会計年度末比14百万円増加しましたが、これは主に、売掛金が718百万円、未収消費税

等が258百万円、未収還付法人税等が673百万円増加した一方で、現金及び預金が1,064百万円減少、未収入金

が895百万円減少したこと等によるものです。

　固定資産は、前連結会計年度末比123百万円増加しましたが、これは主に、無形固定資産の増加62百万円及

び投資その他の資産の増加62百万円等によるものです。

（負債合計）

　当連結会計年度末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ2,270百万円増加し9,614百万円（前連結会計年度

末は7,343百万円）となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末比1,776百万円増加しましたが、これは主に、債権流動化に係る調整勘定

（負債）の増加1,828百万円等によるものです。

（純資産合計）

　純資産は前連結会計年度末比2,139百万円減少しましたが、これは主に、親会社株主に帰属する当期純損失

1,249百万円を計上した一方で、剰余金の配当による減少676百万円、自己株式の増加148百万円があったこと

等によるものです。

②キャッシュ・フローの状況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッシュ・

フローの収入364百万円、投資活動によるキャッシュ・フローの支出391百万円及び財務活動によるキャッシ

ュ・フローの支出956百万円により、935百万円減少し、2,270百万円となりました。

　当連結会計年度中における各キャッシュ・フローは、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度において営業活動の結果獲得した資金は、税金等調整前当期純損失△1,032百万円（前連結

会計年度は税金等調整前当期純利益283百万円）、減損損失1,049百万円（前連結会計年度は481百万円）、売

上債権の増減額△718百万円（前連結会計年度は△1百万円）、未収入金の増減額895百万円（前連結会計年度

は△514百万円）、債権流動化に係る調整勘定（負債）の増減額1,828百万円（前連結会計年度は1,587百万

円）及び法人税等の支払額862百万円（前連結会計年度は216百万円）等により、364百万円の収入（前連結会

計年度は1,643百万円の収入）となりました。

（投資活動よるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度において投資活動の結果使用した資金は、無形固定資産の取得による支出483百万円（前連

結会計年度は379百万円の支出）、及び投資有価証券の売却による収入142百万円等により、391百万円の支出

（前連結会計年度は485百万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度において財務活動の結果使用した資金は、社債の償還による支出200百万円（前連結会計年

度は200百万円）及び配当金の支払額675百万円（前連結会計年度は608百万円）等により、956百万円の支出

（前連結会計年度は488百万円の支出）となりました。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社は、株主に対する利益還元と保険流通市場におけるシェアの拡大を経営の重要課題として位置付けており

ます。将来の成長戦略を遂行していくための原資となる内部留保の充実に努めるとともに、業績に応じた配当の

実施等により、株主価値を高めることを基本方針としております。

　当期の期末配当につきましては、2022年８月12日公表の「2022年９月期 期末配当予想の修正（増配）に関す

るお知らせ」の通り、株主の皆さまの日ごろのご支援に感謝の意を表するため、１株につき2.5円増配し、17.5

円といたします。

　また、次期につきましては、第２四半期配当金、期末配当金をそれぞれ１株につき17.5円とし、１株当たり年

間配当金を35.0円とする見込みであります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。なお、今後につきましては、外国人株主比率及び国内の同業他社の国際会計基準の

適用動向等を踏まえ、国際会計基準の適用について検討を進めていく方針であります。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当連結会計年度
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,337,578 2,273,548

売掛金 1,030,455 1,748,862

未収入金 2,518,381 1,622,712

未収消費税等 － 258,545

未収還付法人税等 337,014 1,010,681

その他 767,405 1,090,946

流動資産合計 7,990,834 8,005,296

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 393,338 377,625

減価償却累計額 △390,781 △375,442

建物及び構築物（純額） 2,557 2,182

工具、器具及び備品 533,208 531,349

減価償却累計額 △530,442 △529,526

工具、器具及び備品（純額） 2,766 1,823

リース資産 556,691 556,691

減価償却累計額 △556,691 △556,691

リース資産（純額） － －

有形固定資産合計 5,323 4,006

無形固定資産

ソフトウエア 85,837 124,109

その他 6,496 30,880

無形固定資産合計 92,334 154,990

投資その他の資産

投資有価証券 328,571 119,164

差入保証金 614,976 694,850

保険積立金 740,584 764,910

繰延税金資産 81,416 106,882

その他 446,648 588,880

投資その他の資産合計 2,212,197 2,274,687

固定資産合計 2,309,856 2,433,683

繰延資産 17,950 11,213

資産合計 10,318,641 10,450,193

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当連結会計年度
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

１年内償還予定の社債 200,000 200,000

未払法人税等 120,505 121,006

未払金 1,144,394 1,110,741

預り金 464,140 395,610

債権流動化に係る調整勘定（負債） 2,894,900 4,723,136

リース債務 83,219 110,000

賞与引当金 180,663 178,002

資産除去債務 8,099 －

その他 381,180 415,364

流動負債合計 5,477,103 7,253,862

固定負債

長期借入金 86,020 256,250

社債 600,000 400,000

繰延税金負債 48,744 20,124

リース債務 375,093 704,300

退職給付に係る負債 392,700 416,197

資産除去債務 206,711 304,576

その他 157,413 259,227

固定負債合計 1,866,685 2,360,676

負債合計 7,343,788 9,614,538

純資産の部

株主資本

資本金 3,158,703 3,158,703

資本剰余金 585,325 585,325

利益剰余金 △475,539 △2,401,584

自己株式 △404,293 △552,474

株主資本合計 2,864,196 789,969

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 110,656 45,684

その他の包括利益累計額合計 110,656 45,684

純資産合計 2,974,852 835,654

負債純資産合計 10,318,641 10,450,193
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年10月１日
　至　2021年９月30日)

当連結会計年度
(自　2021年10月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 9,446,212 9,463,970

売上原価 2,451,969 2,637,890

売上総利益 6,994,243 6,826,080

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 13,328 19,986

通信費 243,240 218,304

報酬給与 2,251,757 2,443,715

賞与引当金繰入額 180,663 178,002

退職給付費用 107,037 73,571

減価償却費 31,791 50,117

地代家賃 639,947 764,137

支払手数料 1,409,111 1,362,408

その他 1,226,412 1,620,838

販売費及び一般管理費合計 6,103,289 6,731,082

営業利益 890,954 94,997

営業外収益

受取利息 932 185

受取配当金 2,848 2,784

受取保証料 8,180 9,202

貴金属地金売却益 － 19,061

投資有価証券売却益 － 42,251

為替差益 7,807 48,207

その他 3,413 5,260

営業外収益合計 23,181 126,952

営業外費用

支払利息・社債利息 11,043 14,473

支払手数料 115,881 150,736

その他 12,200 8,123

営業外費用合計 139,125 173,334

経常利益 775,010 48,615

特別損失

店舗閉鎖損失 6,780 －

固定資産除却損 3,224 1,924

減損損失 481,114 1,049,555

ESOP信託終了損 － 10,925

投資有価証券評価損 － 18,690

特別損失合計 491,119 1,081,095

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△）
283,890 △1,032,479

法人税、住民税及び事業税 185,552 222,238

法人税等調整額 △15,148 △5,314

法人税等合計 170,403 216,923

当期純利益又は当期純損失（△） 113,486 △1,249,403

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△）
113,486 △1,249,403

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2020年10月１日
　至　2021年９月30日)

当連結会計年度
(自　2021年10月１日

　至　2022年９月30日)

当期純利益又は当期純損失（△） 113,486 △1,249,403

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △17,877 △64,971

その他の包括利益合計 △17,877 △64,971

包括利益 95,609 △1,314,374

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 95,609 △1,314,374

非支配株主に係る包括利益 － －

（連結包括利益計算書）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,954,496 381,117 19,866 △443,976 2,911,504

当期変動額

新株の発行（新株予約
権の行使）

204,207 204,207 408,414

剰余金の配当 △608,892 △608,892

親会社株主に帰属する
当期純利益

113,486 113,486

自己株式の取得 －

自己株式の処分 39,683 39,683

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 204,207 204,207 △495,405 39,683 △47,307

当期末残高 3,158,703 585,325 △475,539 △404,293 2,864,196

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計

その他有価証券評価差額金 その他の包括利益累計額合計

当期首残高 128,534 128,534 3,615 3,043,653

当期変動額

新株の発行（新株予約
権の行使）

408,414

剰余金の配当 △608,892

親会社株主に帰属する
当期純利益

113,486

自己株式の取得 －

自己株式の処分 39,683

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△17,877 △17,877 △3,615 △21,492

当期変動額合計 △17,877 △17,877 △3,615 △68,800

当期末残高 110,656 110,656 － 2,974,852

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年10月１日　至　2021年９月30日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,158,703 585,325 △475,539 △404,293 2,864,196

当期変動額

新株の発行（新株予約
権の行使）

－

剰余金の配当 △676,641 △676,641

親会社株主に帰属する
当期純損失（△）

△1,249,403 △1,249,403

自己株式の取得 △298,636 △298,636

自己株式の処分 150,455 150,455

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － △1,926,045 △148,181 △2,074,226

当期末残高 3,158,703 585,325 △2,401,584 △552,474 789,969

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計

その他有価証券評価差額金 その他の包括利益累計額合計

当期首残高 110,656 110,656 － 2,974,852

当期変動額

新株の発行（新株予約
権の行使）

－

剰余金の配当 △676,641

親会社株主に帰属する
当期純損失（△）

△1,249,403

自己株式の取得 △298,636

自己株式の処分 150,455

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△64,971 △64,971 － △64,971

当期変動額合計 △64,971 △64,971 － △2,139,198

当期末残高 45,684 45,684 － 835,654

当連結会計年度（自　2021年10月１日　至　2022年９月30日）
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年10月１日
　至　2021年９月30日)

当連結会計年度
(自　2021年10月１日

　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△）
283,890 △1,032,479

減価償却費 31,791 50,117

減損損失 481,114 1,049,555

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,642 △2,661

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 36,493 23,496

受取利息及び受取配当金 △3,780 △2,970

支払利息及び社債利息 11,043 14,473

繰延資産償却額 6,737 6,737

貴金属地金売却益 － △19,061

店舗閉鎖損失 6,780 －

固定資産除却損 3,224 1,924

ESOP信託終了損 － 10,925

投資有価証券売却損益（△は益） － △42,251

投資有価証券評価損益（△は益） － 18,690

売上債権の増減額（△は増加） △193,713 △718,407

未収入金の増減額（△は増加） △514,191 895,248

債権流動化に係る調整勘定（負債）の増減額（△

は減少）
1,780,549 1,828,235

長期前払費用の増減額（△は増加） △13,029 △152,634

未払消費税等の増減額（△は減少） △97,423 △26,489

未払金の増減額（△は減少） 61,081 △56,335

その他 △11,267 △606,735

小計 1,866,659 1,239,379

利息及び配当金の受取額 3,132 2,644

利息の支払額 △10,462 △14,634

法人税等の支払額 △216,255 △862,751

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,643,074 364,638

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △46,792 △136,167

無形固定資産の取得による支出 △379,481 △483,901

投資有価証券の取得による支出 △2,817 △3,075

投資有価証券の売却による収入 － 142,451

保険積立金の取得による支出 △24,326 △24,326

差入保証金の差入による支出 △93,935 △88,891

差入保証金の回収による収入 157,029 9,437

その他 △95,233 192,551

投資活動によるキャッシュ・フロー △485,556 △391,920

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 300,000

長期借入金の返済による支出 △41,610 △129,770

自己株式の取得による支出 － △298,636

自己株式の処分による収入 40,896 157,690

社債の償還による支出 △200,000 △200,000

新株予約権の行使による株式の発行による収入 404,799 －

配当金の支払額 △608,029 △675,302

その他 △84,756 △110,416

財務活動によるキャッシュ・フロー △488,699 △956,435

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 48,207

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 668,817 △935,510

現金及び現金同等物の期首残高 2,537,216 3,206,034

現金及び現金同等物の期末残高 3,206,034 2,270,524

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日、以下「収益認識会計基準」という。）等

を当連結会計年度の期首から適用しております。なお、「収益認識に関する会計基準」（2018年３月30日）等につい

ては、2019年９月期の期首から適用しており、当会計基準は、主に収益認識に関する開示（表示及び注記事項）の定

めを改正したものであるため、当会計基準の適用による当連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。

　これにより、当連結会計年度に係る収益を分解した情報を「注記事項（セグメント情報等）」に記載しておりま

す。なお、収益認識会計基準第89-４項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度に係る「収益認識関係」

注記については記載しておりません。

　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準

第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針

を、将来にわたって適用しております。

　当該会計方針の変更により当連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。

（表示方法の変更）

　（連結損益計算書）

　前連結会計年度において表示していた、営業外収益の「未払配当金除斥益」は金額的重要性が乏しいため、当連結

会計年度より営業外収益の「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会

計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、営業外収

益の「未払配当金除斥益」に表示していた796千円は、営業外収益の「その他」に組替えております。

　前連結会計年度において表示していた、営業外費用の「支払保証料」は金額的重要性が乏しいため、当連結会計年

度より営業外費用の「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度

の連結財務諸表の組替えを行っております。この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、営業外費用の

「支払保証料」に表示していた1,226千円は、営業外費用の「その他」に組替えております。

　（連結キャッシュ・フロー計算書）

　前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「長期前払費用の増

減額（△は増加）」及び「未払金の増減額（△は減少）」は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立

掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行って

おります。この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フ

ロー」の「その他」に表示していた36,784千円は、「長期前払費用の増減額（△は増加）」△13,029千円、「未払金

の増減額（△は減少）」61,081千円及び「その他」△11,267千円に組替えております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当連結会計年度において、「従業員持株会支援信託ESOP」制度の再導入により、当該信託が当社株式を取得したこ

と等に伴い、自己株式が148,181千円増加しております。この結果、当連結会計年度末において自己株式は552,474千

円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループは、当社及び連結子会社を構成単位とした単位により事業活動を展開しております。

　従って「保険代理店事業」、「ASP事業」、「メディア事業」、「メディアレップ事業」、「再保険事業」

の５つを報告セグメントとして開示しております。

　各報告セグメントの概要は以下のとおりであります。

　保険代理店事業　　　生命保険、損害保険の代理店業及び付帯業務

　ASP事業　　　　　　 クラウドサービスの販売

　メディア事業　　　　保険選びサイト「保険市場（ほけんいちば）」の広告業務取扱い

　メディアレップ事業　WEBプロモーションの企画、制作及びマーケティング等サービス活動

　再保険事業　　　　　再保険業

２．報告セグメントごとの売上高、利益、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実

勢価格に基づいております。

　収益認識会計基準等を当連結会計年度の期首から適用し、収益を分解した情報を含んだ表示方法に変更して

おります。

　なお、前連結会計年度に係る収益を分解した情報については記載しておりません。
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報告セグメント
調整額
（注）１

連結
損益計算書

計上額
（注）２

保険代理店
事業

ASP事業
メディア

事業
メディア

レップ事業
再保険事業 計

売上高

外部顧客への

売上高
6,730,596 195,224 1,030,768 546,798 942,824 9,446,212 － 9,446,212

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

799,772 － － 260,865 － 1,060,637 △1,060,637 －

計 7,530,368 195,224 1,030,768 807,663 942,824 10,506,850 △1,060,637 9,446,212

セグメント利益 321,963 50,209 221,225 165,553 129,601 888,554 2,400 890,954

セグメント資産 7,812,123 90,819 882,956 248,680 1,623,118 10,657,759 △339,117 10,318,641

セグメント負債 6,366,853 2,608 530,935 42,318 740,190 7,682,906 △339,117 7,343,788

その他の項目

減価償却費 711 31,079 － － － 31,791 － 31,791

有形固定資産

及び無形固定

資産の増加額

482,849 32,394 － － － 515,244 － 515,244

３．報告セグメントごとの売上高、利益、資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度（自　2020年10月１日　至　2021年９月30日）

（単位：千円）

（注）１．調整額の内容は以下のとおりです。

　（１）セグメント利益の調整額2,400千円にはセグメント間取引消去2,400千円が含まれております。

　（２）セグメント資産の調整額△339,117千円にはセグメント間取引消去△339,117千円が含まれております。

　（３）セグメント負債の調整額△339,117千円にはセグメント間取引消去△339,117千円が含まれております。

　２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

連結

損益計算書

計上額

（注）２

保険代理店

事業
ASP事業

メディア

事業

メディア

レップ事業
再保険事業 計

売上高

顧客との契約から

生じる収益
5,810,020 206,738 1,795,551 621,234 1,030,424 9,463,970 － 9,463,970

その他の収益 － － － － － － － －

外部顧客への

売上高
5,810,020 206,738 1,795,551 621,234 1,030,424 9,463,970 － 9,463,970

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

1,341,899 － － 556,030 － 1,897,930 △1,897,930 －

計 7,151,920 206,738 1,795,551 1,177,265 1,030,424 11,361,900 △1,897,930 9,463,970

セグメント利益又

は損失（△）
△571,403 57,472 418,228 141,921 46,378 92,597 2,400 94,997

セグメント資産 7,493,141 152,317 1,457,902 290,025 1,892,608 11,285,994 △835,800 10,450,193

セグメント負債 8,438,955 4,115 994,647 85,042 927,578 10,450,339 △835,800 9,614,538

その他の項目

減価償却費 308 49,809 － － － 50,117 － 50,117

有形固定資産及

び無形固定資産

の増加額

1,073,938 86,835 － － － 1,160,774 － 1,160,774

当連結会計年度（自　2021年10月１日　至　2022年９月30日）

（注）１．調整額の内容は以下のとおりです。

　（１）セグメント利益又は損失（△）の調整額2,400千円にはセグメント間取引消去2,400千円が含まれておりま

す。

　（２）セグメント資産の調整額△835,800千円にはセグメント間取引消去△835,800千円が含まれております。

　（３）セグメント負債の調整額△835,800千円にはセグメント間取引消去△835,800千円が含まれております。

　２．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

- 16 -

株式会社アドバンスクリエイト（8798）2022年９月期決算短信



前連結会計年度
（自　2020年10月１日

至　2021年９月30日）

当連結会計年度
（自　2021年10月１日

至　2022年９月30日）

１株当たり純資産額 135.21 円

１株当たり当期純利益金額 5.22 円

潜在株式調整後１株当たり当期純

利益金額
－ 円

　

１株当たり純資産額 38.21 円

１株当たり当期純損失金額（△） △57.10 円

潜在株式調整後１株当たり当期純

利益金額
－ 円

　

前連結会計年度
（自　2020年10月１日

至　2021年９月30日）

当連結会計年度
（自　2021年10月１日

至　2022年９月30日）

１株当たり当期純利益金額又は１株当たり

当期純損失金額（△）

親会社株主に帰属する当期純利益又は親

会社株主に帰属する当期純損失（△）

（千円）

113,486 △1,249,403

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益金額又は親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）（千円）

113,486 △1,249,403

普通株式の期中平均株式数（株） 21,709,989 21,877,539

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） － －

（うち新株予約権（株）） (－) (－)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めなか

った潜在株式の概要

－ －

（１株当たり情報）

　（注）１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定

上の基礎は、以下のとおりであります。

　（注）１．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。なお、前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当

期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．従業員持株会支援信託ESOP

株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、「１株当たり純資産額」の

算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めております（前連結会計年度113,200株、当連結

会計年度248,800株）。

また、「１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額（△）」の算定上、期中平均株式数の計

算において控除する自己株式に含めております（前連結会計年度134,723株、当連結会計年度237,846株）。

３．株式給付信託（J-ESOP）

株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、「１株当たり純資産額」の

算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めております（前連結会計年度441,200株、当連結

会計年度437,900株）。

また、「１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額（△）」の算定上、期中平均株式数の計

算において控除する自己株式に含めております（前連結会計年度442,896株、当連結会計年度439,336株）。

４．当社は、2021年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。そのため、「１

株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額（△）」は、前連結会計年度の期首に当該株式分割

が行われたと仮定して算定しております。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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